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会  議  報  告  書 

会議名 第４回（仮称）第２次２１世紀矢板市総合計画 策定検討委員会 
日 時 平成２２年１月２０日（水）午後７時００分～８時４０分 
場 所 市役所 ２階 本館会議室 

出席者 
 

市 只木秘書政策室長、鈴木政策班長 政策班 赤羽主幹、和田副主幹、杉山

策定委員 ９名 

１ 開 会（政策班 和田副主幹）  １９：００ 

   開会及び資料の確認 

２ あいさつ（会長） 
   
３ 検討事項（進行：会長） 

○前回までの作業の確認について（和田副主幹説明） 
・委員より新聞資料提供あり 

・今までの検討会議により現計画でいうところの 

P8～の２１世紀の展望（現状・将来） 

P19～の矢板市の特性（良いところ） 

P49～の基本計画（悪いところ） 

について検討していただいたところである。 

・それらを、縦書きのこれまでの検討結果にまとめてある。これに細かいところを追加し

ていき、提言書形式にしていきたい。 

・今日からは、セカンドステップである「矢板市の将来像」のところに入っていただきた

い。 

・いままでは、矢板市の周辺を取り巻く環境を検討いただいた。これからは、今後矢板市

を主体的にどのようにしていきたいか、というところを話し合っていただきたい。 

・現総合計画でいうところの、P39～のところである。人・郷土・産業の３つの基本方針

にまとめてある。 

・この３つを集約したのが都市像である、「人・郷土・産業が調和した つつじの郷 や

いた」である。 

・今日は、都市像の基である、基本方針について検討していただきたい。 

・２つのグループに分かれ、その結果について、発表していただきたい。 

・資料として宇都宮市、小山市、栃木市のものがある。方針をまとめ、都市像を積み上げ

ていく形式と、また、別に分けているところと２通りがある。 

・矢板市の都市像の経緯は、 

前々回 豊かな自然につつまれた多機能都市矢板 

前回  人・郷土・産業が調和した つつじの郷 やいた 

である。 
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（２つのグループに分かれ、まとめ作業） １９：２５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１グループ（代表委員発表）８：２０ 

・具体的なフレーズまでは、いかなかったが、コンテンツ、農業、自然、商業、工業など

の色々な職種の人がリンクしてネットワークを作って、相互に関わっていけるのが矢板の

１０年後の理想像であるという話になった。 

・皆からでた、方針の意見を一つ一つ紹介すると 

・「農業や林業、商業、工業、観光の共生するまちづくり」 

・「デジタルとアナログが融合したまち」 

・「デジログシティＩＮやいた」 

・１・２・３次産業の活力が上がるように「活力ネット １・２・３」 

自然と活きるまちづくりということで、 

・「自然と活きるまちづくり」 

・「エネルギー自給率 日本一」 

こどもからお年寄りまで安心して暮らせるような社会を目指し、 
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・「安心、緑のまちづくり」 

これから１０年後には人口減少社会でいろいろな産業も尻すぼみになってくるので、矢板

市民が安心して子育てや、介護ができるように、そのためにネットワークづくりをしてい

くのが、矢板市の１０年後であろうという話でまとまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２グループ（代表委員発表）８：２５ 

・将来象としては、「市民力で創る やすらぎ、いきいき、たのしいまちやいた」 

・検討に当たって注意したのが、前回までの議論を踏まえ、特に必要とされていたり、矢

板ならではのものは、市民力、自然環境、企業で言うとキャッチフレーズをできるだけわ

かりやすいように検討をした。 

・やすらぎ、いきいき、たのしい の頭文字が やいたにかかっている。 

・楽しいについては、夢も含まれている。 

・やすらぎとしては、保健福祉分野（ソフト分野）、環境（ハード分野）で見れるのでは

ないか。 

・いきいきでは、今の計画では、産業や商店街のにぎわいも含めここに、教育もここに含

め、いきいきとした子供を創るということである。 

・楽しいでは、既に矢板市で取り組んでいるような、棚田のオーナー制度であったり、団

塊世代の定住促進（お試しの家）等を含めたような観光の分野、定住人口だけではなく、

週末だけ来るような、交流人口の増加を図っていく。その人たちを通じて夢に繋がってい

くのではないか。 

それらをすべて支えるものとして、これらの方針と横並びで、「市民力」が言えるのでは

ないか。前回ボランティアセンターの話がでたが、これを市民力に含められると思う。 

それぞれに関与する市民力を結びつける役割として「市民力」が必要である。 

・人口フレームでは、現状維持でいいと思うが、その代わり具体的な交流人口の増加の目

標数値を定め（仮に 1000 人）、具体的な取り組みを進めていったらどうか。 

・高原山のこともでたが、これは、やすらぎのところでも取り上げると同時にたのしいの

ところとも関連させて出していければいいと思う。 
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今後の進め方（事務局）２０：３５ 

 

・次回は、今日まとめていただいたものを膨らませて、形にまとめていきたい。 

・皆さまの意見の中で書いてはないが、重要で面白い意見が沢山あるので、メモしていた

だければと思う。 

・次回までに何か用意したほうが良いものがあったらお知らせ願いたい。 

 

次回の日程は２月１６日火曜日である。 

 

 

 

会長 〆の挨拶 

 

 

 ８ 閉会 20：40 

 


